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世界史B　15 ユダヤ教・キリスト教の成立

アヤソフィア大聖堂のイコン 
　　(イスタンブール)

1,ユダヤ民族とユダヤ教  	

　ユダヤ民族---B.C.12世紀頃、地中海東岸のカナーン=のちの(　　　　　　　　)1に移動・定住。	

　┏古代(　　　　　　　)2王国（B.Ｃ.1,000年頃～B.Ｃ.922年頃）	

                   　　　　　　王ダヴィデ・ソロモンの栄華。その後分裂。	

　┣北---(　　　　　　　)3王国 (B.C.922年頃～B.C.722年) アッシリアにより滅亡	

　┗南---(　　　　　　　)4王国( B.C.922年頃～B.C.586年) 新バビロニアにより滅亡→「バビロン捕囚」	

　・B.Ｃ.6世紀バビロンから解放後「（　　　　　　)5聖書☆a」と（      　　       )6教、成立。	

　　☆a---ヘブライ語、一部アラム語。B.C.3世紀ギリシャ語に翻訳(「70人訳聖書」)。メソポタミアに伝わるさまざまな伝説を	

　　　　記録。「(　　　　　)7の塔」「大洪水」など。現存する最古の写本は「死海文書」(1947~56年死海北西の洞窟で発見。　	

　　　　B.C.2~A.D.1世紀のヘブライ語写本など350巻)　　	

　┏(　　　　　　)8主義→「モーセの十戒(じっかい)」☆b　神から与えられた律法を遵守。	

　┣(　　　　　　)9思想→ユダヤ人だけが神から選ばれた、とする。「救世主」=（　　　　　　)10による解放。	

　┗(　　　　　　)11神教→ヤハウェ（エホバ）=「妬む神」→資料プリント参照	

 　　☆b---B.Ｃ.13世紀ころ、指導者モーセがエジプトから奴隷状態のユダヤ人を率いて脱出。シナイ山で神から律法を授かっ	

　　　　た、とする。⇒これらを「史実」とする資料はない。	

　・B.C.142年マカベア(マカバィ)戦争により、シリアから独立。ハスモン朝(B.C.140ころ~37)	


　・B.Ｃ. 37年ヘロデ王(B.C.74~B.C.4)の(　　　　　　)12朝成立　(⇨イエスを迫害)	


  　その死後Ａ.Ｄ.4年からローマの支配が進み、Ａ.Ｄ.44年完全に(　　　　　　　)13領化。	

　・A.D.66年　ローマに対する反乱(~73)=「ユダヤ戦争」⇒鎮圧され、「パレスチナ」☆cと名称もかえられる。	

　　☆c---先住民「ペリシテ人」の名から。旧約聖書はこの地カナンをユダヤ民族が神から与えられたとする。	

2,キリスト教  	

　①イエス☆d　B.Ｃ.4年ごろベツレヘムで生まれる。ユダヤ人の父母。(　　　　　　)14語。	

　┏Ａ.Ｄ.28年ごろ布教を開始する。	

　┣ユダヤ教の形式的な「律法主義」と「選民思想」を否定。	

　┣愛=「(　　　　)15の愛・(　　　　　　)16愛を解く。 	

　┣ユダヤの律法学者=(　　　　　　)16人によって告発される。	

　┗A.Ｄ. 30年ごろ、ローマのユダヤ総督ピラトウス、(　　　　　　　　)17の丘でイエスを処刑。	

　　☆d—-古典ギリシャ語で「イエースース」=「ヤハウェは救い」「救うもの」の意。	

　・1世紀---使徒パウロ、ヨハネらによる伝道。	

　・64年、皇帝ネロ(位54~68)による迫害。パウロ・ヨハネたちが殉教。	

　・2世紀「新約聖書」の編さん=[　　　　　　　]18語=コイネー→4世紀ごろ現在の姿で完成。	

　→原始キリスト教の成立（「キリスト」⇒ギリシャ語で「(　　　　　　)19」を指す言葉）	

　②ローマ皇帝による迫害⇒(　　　　　　)20崇拝と対立。	

        「(　　　　)21の前の平等」の教えで、ローマ領内の貧しい民衆にキリスト教が広まる。	

　　ローマの地下墓室=(　　　　　　　　)22	

　　迫害を避けてキリスト教徒がそこで礼拝や集会を行った。(　　　　　)23→初期キリスト教美術	

　③キリスト教の公認、国教化	

　・313年コンスタンティヌス帝、ミラノ勅令によりキリスト教を公認。のちに自身も改宗。　	

　・325年ニケーア公会議	

　　┏アタナシウス派)「父なる神=子なるイエス」)を正統とする。のち「（　　　　)24 =聖霊= 一体説」	

　　┗アリウス派☆e（「イエスは(　　　　　)25なり」と説く）は異端とされる。	

　　☆e---アリウス(250~336)はアレキサンドリアの司祭。その後、異教徒であったゲルマン人(ゴート・ヴァンダルなど)に広まる。	

　・392年テオドシウス帝--キリスト教を国教とする。異教を厳禁。	


・人　・神(2)　・旧約　・隣人　・正教　・律法(2)　・景教　・唯一　・三位　・壁画　	

・聖像　・単性　・皇帝　・選民　・救世主　・神の国　・ユダ　・バベル　・メシア　	

・イコン　・アラム　・ユダヤ　・ローマ　・ヘロデ　・ゴルゴダ　・パリサイ　・カトリック　	

・パレスチナ　・カタコンベ　・カルケドン　・イスラエル(2)　・ネストリウス

嘆きの壁(イェルサレム)

　・431年エフェソス公会議	

　　　イエスを「人でもある」とし、マリアの神格を否定した(　　　　　　　　)26☆f派を異端とする。	

　　☆f---コンスタンティノープル大主教。その後東方のササン朝ペルシャ、中国(唐)に伝播=(　　　　　)27という名	

　・東方教会の「(　　　　　)28説」---イエスの神的本質と人間的本質を単一のものとする。	

　　　　→451年カルケドン公会議で異端とされる→「非(　　　　　　　)29派」	

　　　　　エジプト(コプト)、シリア、アルメニアなどで広まる。	

　・アウグスティヌス(354~430)☆g 「(　　　　　　)30」=神の国の絶対的優位を説く　「告白録」	

　　☆g—-北アフリカの生まれ。青年期善悪二元論的なマニ教を信仰。その後キリスト教徒となり、教父とされる。	

　④教会の分裂	

　・726年～843年「（　　　　　　)31崇拝論争」	

　　　　　ローマ教皇と東ローマ皇帝が対立。西ローマでは偶像を使いゲルマン人に布教。	

　・1054年キリスト教会東西分裂	

　　　　　┏ローマ（　　　　　　　)32----西ヨーロッパ。偶像を使用。「Catholicus」	

　　　　　┗ギリシャ（　　　　　　)33----ギリシャ、バルカン半島、ロシア。「Orthodox」	


イスラエル王国とユダ王国

マリアのイコン ヨハネ福音書の写本(11世紀)

パレスチナ

カタコンベ(ローマ)


